
長野市ＳＤＧｓ未来都市計画の決定について

令和３年７月29日
部長会議 企画課 1

長野市SDGs未来都市計画（素案）市民意見等の募集（パブリックコメント）の結果

実施概要

▶ 【募集期間】 令和３年７月２日（金）から令和３年７月20日（火）まで
▶ 【閲覧窓口】 市ホームページ、本庁（企画課、行政資料コーナー）、各支所、連携市町村
▶ 【意見提出方法】 書面（持参、郵送、FAX）、電子申請及び電子メール

募集結果

意見提出者 ９者

意見等件数 23件

対応区分 対応方針 件数

1 素案を修正・追加する。 11

2 素案に盛り込まれており、修正しない。 0

3 素案は修正しないが、今後の取組において検討又は参考とする。 12

4 検討の結果、素案を修正しない。 0

5 その他（状況説明など） 0

23合　　　計



2個別のご意見及び市の対応方針等の要旨

№ ページ 意見要旨 市の考え方（案） 対応方針

1 表紙、6

～環境未来都市「ながの」～を見出しと
して大きくされてはいかがでしょうか。
冒頭から「環境」、「バイオマス資源」を
テーマとした計画であることを明示し、
さらに「バイオマス資源に軸足を置く計
画」であり、その実現により様々な課題
解決が可能になる、ということを分かり
やすくする必要があると考えました。

「環境共生都市ながの」の表示について、
概要版などで分かりやすく表示します。
本編6ページの目指す将来像の説明に
ついては、「広域連携、分野連携の視点
から以下の目標を定め、バイオマス資源
の活用を軸とした取組みを先導に、
SDGs17ゴールの達成に向け展開して
いく。」に修正します。

1
素案を修正・
追加する。

2 6

水資源を豊富に持つ信州だからこそ、
「水の品質」に関しても高い目標を掲げ
て頂きたい。
水道の水質基準を高く設定し、官民一体
で良質の水を供給、将来にわたり継続し
改善していく目標とする。

本編６ページの「目標２ 豊かな自然環
境の保全と持続可能な活用」の説明に
ついて、「雨水を蓄え良質な水を生み出
す」に修正します。
その他ご意見については、今後の取組
の参考とさせていただきます。

1
素案を修正・
追加する。

3 6

全体的な印象として、バイオマスのみ強
調しているが、もう少しSDGsの範囲を
幅広く捉えて、民間活力を取り込むよう
にした方が、全体の活動が進んで良いも
のと考える。

本編6ページの目指す将来像の説明に
ついて、「広域連携、分野連携の視点か
ら以下の目標を定め、バイオマス資源の
活用を軸とした取組みを先導に、
SDGs17ゴールの達成に向け展開して
いく。」に修正します。

1
素案を修正・
追加する。

4
6、12、
42、50

・食品廃棄物のリサイクル
・廃培地の肥料化
・同 計画
以上について、国が進める「緑の食糧シ
ステム戦略」との関連性を記述表現する
必要があると思う。

「みどりの食料システム戦略」など関連
する国や県の施策と整合していきます。
27ページの「地方創生・地域活性化へ
の貢献」の説明に、「国や県の施策とも
整合させながら、地域のＤＸや産業おこ
しにつなげ、」を追加します。

1
素案を修正・
追加する。



№ ページ 意見要旨 市の考え方 対応方針

5 16

再生可能エネルギーを活用した新しい
地域交通の導入も検討されたい。
EVを利用したMaasシステムなどは産
業を支えていく必須の仕組みであるの
で、重要な柱に位置づけてもらいたい。

本編16ページの「電気自動車(EV)活用
PR・普及促進」の説明に、「その他公共
交通への導入などEVの普及促進の方
策を検討する。」を追加します。

1
素案を修正・
追加する。

6 17

「生物多様性の保全」について、なんら
かの言及が必要だと考える。 市の魅力
の一つは「戸隠」「飯綱」など国立公園に
も指定されている多様で重層的な自然
環境と生物多様性にある。国立公園の
環境を生かした教育、自然保育、「探究
的学び」のフィールドづくり、働き方改
革と結びついたワーケーションの推進な
ど、もれなく計画に位置づけることが適
当と思われる。

本編17ページの「森林の総合利用の推
進」の説明に、「豊かな自然環境に親し
みながら、生物多様性の保全など環境
教育や探求的学び、国立公園等を活用
したワーケーションなど総合的な利用
を図る。」を追加します。

1
素案を修正・
追加する。

7 21

防災関係の対策計画への反映が書かれ
ていない。防災対策は、「13：気候変動」
に係わる大切な事項であるため、計画
への反映が必要である。

本編21ページに「長野市災害復興計画」
の記載を追加します。

1
素案を修正・
追加する。

8
21～25、
47、48

「ステークホルダーとの連携」が計画の
実行上、どのように位置付けられるのか
が分かりにくいように感じた。市民、団
体、機関との連携はSDGs未来都市の
実現には重要であり、「（ステークホル
ダーとの連携のための）プラットフォー
ムの設置」を設けてはどうか。対話の場、
連携の場であるプラットフォームの存在
が重要に思いました。

本計画の推進に当たり、ステークホル
ダーなど関係者で構成するSDGs推進
協議会（有識者会議）を設置し、対話・連
携のプラットフォームとしていきます。
NAGANOスマートシティコミッション
では、具体的な事業構築の際に、SDGs
視点での連携を推進します。
本編21、23、25、47、48ページで説
明の追記及び体制図の修正を行います。

1
素案を修正・
追加する。

3



4
№ ページ 意見要旨 市の考え方 対応方針

9 40

計画（素案）では、「３．すべての人に健康
と福祉を」（健康長寿社会の形成）が抜
け落ちている。スマートハウス実現の中
に、住宅環境の改善と健康長寿社会の
項目を入れておくべき。あるいは、＜市
民・NPO 等の活動＞の中に、地域活性
化と健康長寿社会を入れるのも良い。

本編４0ページのスマートハウス化応援
隊事業の説明に、「スマートハウス化の
取組を進め、再生可能エネルギーの導
入促進、住環境の改善による健康長寿
の暮らしの実現につなげていく。」を追
加します。

1
素案を修正・
追加する。

10 48

2030年の間にもさまざまなイノベー
ションやニーズが生まれてくる可能性も
あり、新たな課題を次のステップへとつ
なげるという視点が必要であるため、最
後に、「将来へのステップアップ」という
項を設けてはいかがでしょうか？本計
画の事業が目標を達したとしても、事業
スキームとなる組織体制はそこで解散
せずに、将来へのステップアップが可能
な状態にしておく必要があります。

本編48ページの「将来的な自走に向け
た取組」の説明に、「本計画３か年の最終
年度には、取組状況、成果等を検証し、
2030年のゴールに向けて必要となる
取組、推進体制などについてあらため
て検討し、本計画の継続性と実効性を
高める。」を追加します。

1
素案を修正・
追加する。

11 全体、11

指標のKPIについて現在値より増加で
なく2030年に有るべき姿を考えバッ
クキャスティングで2023年の指標を
作った経緯を記入した方がより分かり
やすいのでは。

KPIについては、既存の市の個別計画
の指標と整合させており、一部指標につ
いては、今年度中に次期計画策定に合
わせて設定される予定です。「未利用バ
イオマス利用率」及び「森林体験年間参
加者数」については、具体的な数値設定
となるよう修正します。

1
素案を修正・
追加する。



5
№ ページ 意見要旨 市の考え方 対応方針

12 7

計画（素案）概要版8ページ（4）令和元
年東日本台風の被害から学んだことと
して、連携強化と人づくりの推進となっ
ていますが具体的に上げた方がよいの
では。

SDGs講演会や学習会、講習会などを
活用し、台風災害の背景にある気候変
動やカーボンニュートラルなどを考える
機会をつくりたいと考えています。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

13 24

今までの長野市の経済活性化の政策か
ら見ると、地元の民間有力企業からの
後押しが足りないと感じる。長野商工会
議所を始めに、民間企業、小売業・建設
業などの参入、農林水産業関係のJA長
野の参加など、積極的に民間活力を取
り入れる方が良いと考える。

SDGsの推進に当たり、企業をはじめ
様々な関係者の参画、民間活力の導入
が図れる仕組みを構築したいと考えて
おります。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

14 24

小中高生のSDGsの取り組み、子供の
チカラを大いに使いましょう。有識者会
議やスマートシティNAGANO推進協議
会にも小中高生がでるべきであると考
えます。

ご提案のアイデアを含め、体験プログラ
ムやイベントなど様々な機会を通じて、
大学生、小中高生がSDGsに触れる場、
活動の場を検討していきたいと考えて
います。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

15 24

売電収益を地域づくりの直接財源とし
中山間地の自治活動の維持に活用する。
林業や再生可能エネルギー事業をおこ
なう主体となり得る住民自治協議会を、
ローカルSDGs の達成を目論む「地域
経営体」へと育成を図っていくことを計
画に盛り込めないだろうか。

木質バイオマス利用や森林整備につい
て、市内で先進的に取組む地区では、住
民自治協議会も中心的な主体として活
動しています。過疎化、高齢化が進む中
山間地域でいかに持続可能な仕組みを
構築していくか、ご意見を今後の取組の
参考とさせていただきます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。



№ ページ 意見要旨 市の考え方 対応方針

16 34
バイオマスの有効活用について「亜臨界
水技術」を活用し、用途開発の範囲を広
げたら如何でしょうか。

「バイオマス・脱炭素関連分野の調査・研
究」の取組の中で、大学など高等教育機
関の研究成果や地域企業の技術力など
を融合させ、新たなビジネスや新産業の
創出について検討していきます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

17 36

小中学校・高校などの理解のレベルと状
況に応じて、正規の授業プログラムの中
で、SDGsの取り組みを学ぶことができ
るように、大学や専門家の意見を聞き
ながら、授業の計画を練る。

大学など高等教育機関とも連携して、
SDGs環境・森林教育ブログラムの検討
を進めます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

18 36

学校のカリキュラムに環境教育を取り入
れ、長野市すべての子どもが学習・体験
できる仕組みを構築していただきたい。
その際、学校の先生が教えるのではなく、
本事業のステークホルダーの事業見学
や出張授業などで生きた学びを子ども
たちに届ける。 現場と一体となった独
自の環境教育をプログラム化してはど
うか。

ご提案のアイデアを含め、本編36ペー
ジの「SDGs環境・森林教育プログラム」
の中で、地域の環境を生かした長野らし
い学習・体験プログラムや環境教育につ
いて検討していきます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

19 39

ボランティア的に、直接、森林に入って
活動する企業だけではなく、関連する企
業すべて、JA長野などとも、協定を結ぶ
べきである。

企業等との連携については、具体的な
取組が進み、連携を深化させるために
必要な場合には、アドバイスパートナー
協定等の締結について検討いたします。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

6



№ ページ 意見要旨 市の考え方 対応方針

20 39

鬼無里の薪生産の大口消費事業者であ
る「鬼無里の湯」での消費はなくてはな
らない。鬼無里の湯において、薪需要を
活性化するために、薪利用を積極的に
PRするとか、ワーケーションの様な利
用を促すなど、薪利用を絶対条件にした
経営ができる事業者を選定しなければ
ならない。

本編39ページの「地元NPOによる薪活
プロジェクト」推進に当たり、地域内循環
の仕組みなど顕在化した課題について
は、より良い解決策を関係者一体で考
えていきます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

21 40

民間の建設業者・ハウスメーカーとの協
力やコラボレーションなども含めて、民
間への門戸の範囲を幅広くして、産業の
活性化を図るとともに、SDGsの実現に
努めるべきである。

SDGsの取組については、産学官連携
による産業づくりの視点も重視しており
ます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

22 全体

SDGs未来都市として17のゴールすべ
てについて網羅することが重要。
その中で、課題①～⑤、目標①～⑤を重
点的に行うとすべきと思います。

本計画は、まずは先導的な取組から着
手する2021年からの３か年計画とし、
特に該当するゴールを記載しておりま
す。具体的な事業構築に当たっては、他
の様々なゴールにも効果が及ぶように
取組を考えることで、SDGs全体の達成
に展開していきたいと考えております。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

23 全体

森林資源の活用や「林業」の可能性に着
目したことは一定の評価ができる。一方
で、未利用資源を使った産業創出に
少々偏った計画になっている。 環境共
生都市を目指すなら、SDGsウエデイン
グモデルが示すように、環境の保全こそ
が大事であることを強調してほしい。

自然の恵みや働きが、あらゆる経済活
動を行ううえで不可欠な要素であると
いう認識のもと、すべての取組に環境保
全の視点を持ちながら、環境と経済が
両立する持続可能な地域づくりを目指
していきます。

3

素案は修正
しないが、今
後の取組に
おいて検討
又は参考と
する。

7



8
№ ページ 意見要旨 市の考え方 対応方針

1 11

「未利用バイオマス利用率」については、適切な
推定方法があれば明示したうえで推定値を用
いても良いのではないか。または観測可能な
量に代替しても良いと思料する。

2025年の推定値を設定します。
素案を修正・追
加する。

2 11
「未利用バイオマス利用率」については、計測可
能な2025年で設定しても問題ありません。

2025年の推定値を設定します。
素案を修正・追
加する。

3 17、46
「林業体験年間参加者数」について、定量的な
目標値があれば設定してください。

目標値を設定します。
素案を修正・追
加する。

4 33等

林業の活性化、木材供給については具体的な
検討が進んでいる一方で、需要側の利用拡大、
エネルギーネットワーク等の検討は研究にとど
まっており、地方創生としてバランスのとれた
循環共生の取組の検討が必要と思料する。

本編16ページ「ゼロカーボンマスタープラン策
定」、同33ページ「木材の需要創出・利用拡大
の検討」の中で、ご指摘を踏まえた具体的な検
討を進めます。

素案は修正し
ないが、今後
の取組におい
て検討又は参
考とする。

5 37
地域エネルギー事業や木質建設地区の創出な
ど、モデル的な木質都市の検討は難しいでしょ
うか。

本編16ページ「ゼロカーボンマスタープラン策
定」、同33ページ「木材の需要創出・利用拡大
の検討」、同37ページ「SDGs推進のための調
査・研究事業」に関連付け、ご指摘の点につい
て関係者と意見交換等を行います。

素案は修正し
ないが、今後
の取組におい
て検討又は参
考とする。

6 35
「社会面の取組」に掲げている事業の進捗を図
るためのKPIとして適切かどうかご検討くだ
さい。

社会面の取組については、学習会、体験・教育
プログラム、情報発信、共同研究など、圏域を
意識して行うことが効果的な取組を掲げてい
るため、圏域での連携事業数、SDGs市民認知
度をKPIとして設定しました。

その他（状況説
明など）

7 44

「バイオマス発電量」のKPIについて、本編11
ページの2030年の目標を達成するためには、
「現状値より増加」する必要があると思料しま
す。

検討中のバイオマス発電設備について、2023
年時点では建設中のためKPIは「現状値を維
持」としています。その後は2030年の目標発
電量に向けて取組を進めます。

その他（状況説
明など）

8 全体
全体として事業内容を詳細に記述されており、
熟度の高い計画である点が評価できる。

計画に基づき具体的な取組を進めていきます。
その他（状況説
明など）

その他 「自治体SDGs推進評価・調査検討会」及び「内閣府」からの意見等



趣味の林業講座

2021年7月

長野市

9

概要版

計画期間

2021－2023



SDGs推進・検証体制（本編23ページ）

報告助言、意見

議決・意見提案・報告

SDGs推進協議会（有識者会議） 市民の声
市民アンケート
市民会議 等

市 長

市議会

Ｄ 実 行

行政評価
（SDGs視点評価）

Ｐ 計 画

総合計画推進本部
（SDGs推進会議）

Ｃ 評 価

Ａ 改 善

○SDGs推進協議会（有識者会議）
市民、企業、団体などSDGs関係者の対話、連携のプラット
フォームとして、SDGs推進協議会を設置し、庁内組織と連
携を図りながら事業を検証・推進していく。

記載追加

10



自律的好循環の具体化に向けた事業スキーム（本編48ページ） 11

SDGs推進協議会
（有識者会議）

Ｐ 計画

Ｄ 実行Ｃ 評価

Ａ 改善

林業事業体

農家・林家

NPO・団体

企業・起業家

住民

行政

事業主体
（プレーヤー）

（仮称）NAGANOスマートシティコミッション （R3年月予定）

SDGs推進連携

【庁内】 【庁外】
サポートサポート

行
政

金
融

企
業

大
学

等 団
体

N
P
O 住

民

スタートアップ支援

SDGs未来都市 各プロジェクト事業

スマートシティ
推進本部会議

整合

ＰＰＰ／ＰＦＩ

長
野
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

推
進
協
議
会

サポート

連携

SDGs推進会議



12【参考1】農水省資料



13【参考2】農水省資料


